日本人が大戦の傷跡を癒すため、死の行進の道筋に学校を建設
第二次世界大戦の傷跡を癒すための手助けになればと、日本人の慈善家が、忌まわしい記憶の残る死の行進の道筋に学校を建設しています。

清水勝利氏は火曜日に二つの新しい学級校舎を学校用具とともに教育省に引渡しました。過去の忌まわしい記憶からの脱却の印としての行動として、アルミン　ルイストロ長官は歓迎しました。
“我々は、アールケイ清水財団（長崎）の清水勝利会長が使命と考える社会への貢献としての夢や架け橋の建設を助けるという活動の一環としてこの寄贈を有難く受けることにしました。多くがこれに続くことを願います。“と、ルイストロ氏。

教育省によれば、清水氏はフィリピンの子供達に学級校舎を建設することが、４０年

以上に渡ってこの国でビジネスをさせてもらった恩返しの一番の方法だと信じているのです。

清水氏が教育省に寄贈したのは、二つの学級校舎で、一つはバターン州のオリオンに

あるバンタン小学校と、タルラック州のカパスにあるアンジェリーナ　ジメネス小学校

です。

学級校舎には、トイレ、日本庭園が整備され、コンピュータが２台、LCDテレビが

２台装備され、また、制服及び学級で使う机、椅子、黒板などが含まれています。

清水氏の寄付は、教育省の　里親―A－学校プログラムに一環であり、その趣旨は

私企業に公立学校への援助を募るというものです。
これまで、教育省によると、財団はバタンガス州のタリサイに１校舎及び学級用具、、カラタガンに２校舎及び学級用具を選定し、寄付されました。

“机と椅子ですが、清水氏が声を掛けた長崎県からの寄付ですが、それらは、特別な
デザインで、大人の体重の５倍の重さに耐えられるだけでなく、緊急時に生徒達を

まもるためにも使えるように出来ています。“と、ルイストロ氏。

７４歳の清水氏は１９６９年に始めてフィリピンを訪れ、それからビジネスに励まれ

ました。具体的には、いろんな種類の中古の船、部品の供給及び日本の技術の紹介及び

浸透です。

それによって、５００回以上も行き来をし、彼にとってフィリピンは第二の故郷となったのです。

清水氏は、もし私が逝っても、我が息子に私の遺志をついで続けていくように申し渡していますので、ご安心下さい、と付け加えました。
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